
第39 回 大会〕

D 19

目

様

方

小

法

結

象

ら

品

れ

一

場

が

で

一

何

的

で

法

物

に

果

者

衣

目

て

ボ

合

収

に

ら

1 ）

2)

D 20

個 室 に お け る 収 納 空 間 計 画　 そ の ２ 衣 類 の 所 有 状 況 と そ の 収 納 実 態

住　 居　187

日 女 大家 政　 沖 田 富 美 子

個 室 に お け る 収 納 空 間 計 画 の 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 とし て い る こ と は 前 報 と 同

あ るs）。 本 報 で は 特 に 女 子 大 学 生 の 衣 類 の 所 有 状 況 及び 収 納 状 態 に 焦 点 を あ て る 。

既 研 究゙ を 参 考 に 女 子 大学 生 が 一 般 的 に 所 有 し て い る と 考 え ら れ る 衣 類<  洋 服 、 下着 、

、 そ の 他 身 の 回 り 品)     61品 目 を 選 出し 、 そ れ ら 品 目 の 所 有 の 有 無 、 収 納 場 所 、 収 納 方

対 す る 評 価 につ い て の アン1- ＼-調 査 を お こ な っ た（ 衣 類 品 名 省 略 ）。

1 ）衣 類 の 所 有 品 目 数 は61 品 目 中47.8 品 目 で78.48; の 品 目 を 所 有 し て い る 。2    ）調 査 対

全 員 が 所 有 し て い る 品 目 は14 品 目 で あ り 、 所 有 率iax 以 下 は８品 目 に す ぎ な い 。3    ）こ れ

類 の 平 均36  . 5品 目 が 自 室 内 に収 納 さ れて お り 、 他 室 に 収 納 さ れ て い る も の は 平 均13.3

で あ る 。4    ）既 製 収 納 家 具 に 収 納 し て い る も の が 多 く（as.  91 ）、 平 均20.  1品 目 が 収 納 さ

い る 。 こ の 場 合 洋 服 ダ ン ス 、 整 理 ダ ン スを 利 用 す る も の が 圧 倒 的 に 多 い 。し か し カラ

ッ ク ス や 小 物 引 き出 し 類 を 利 用し て い る も の も 約1 ／3い る 。5    ）次 ぎ に 多 い 押 入 収 納 の

（ 約 半 数 の 人 が 平 均12.  a品 目 収 納 ） 、茶 箱 、 衣 装 缶 や パ イプ を 利 用し て 収 納し て い る

押 入 に む き 出し の ま ま 置 い てい る ケ ー ス も あ る 。6    ）衣 類 の 収 納 方 法 とし て は 、 た た ん

納 す る も の が 一 番 多 く（98.  U ）、 所 有 衣 類 の 約６割 を こ の方 法 で 収 納し て い る 。 ハ ンガ

吊 す も の も 多 い が(96  . 3S;）そ の 品 目 数 は 少 な い.     7   ）収 納 方 法 に対 し て は 大 半 の も の が

か の 不 満を も っ て い る 。 特 にし わ に な る と い う 不 満 がs 削 弱 を 占 め る 。
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ン・クローゼットに関する予備的研究（ その１）

イン・クローゼットの設置状況と使用実態

大阪樟蔭女子大　一棟宏子　　○本田　節

目的：最近，住宅供給会社から〈 クロ ーゼット 〉や〈 ウォークィン・クローゼット 〉といった衣類中心の収

納専用スペースをセールスポイントにした住宅が売･り 出されているのが注目される。これらの収納専用スペ

ースは，呼称が異なるように大きさや設置状況はさまざまである。本研究は，こうしたスペースをもつ住宅

の居住者を対象にケーススタディを行い，その使用実態等を分析することにより，くウォークィン・クp  ―

ゼット 〉という新しいかたちの収納が，衣類の収納スペ ―スとしてどのような役割を果たしているかについ

て考察することを目的としている。本報ではウォークィン・クp  ーゼットの概念を検討し，それらの設置状

況と使用実態の特徴を明らかにする。

方法:1986 年 ７月，奈良市郊外にあるM  , T 団地 の建売住宅のうち２～ ３畳程度の収納専用スペースをもつ

42 件を対象にアンケートおよび面接調査を実施し,   22 件 の有効回答を得た。

結果：ウォークィン・クローゼットの設置状況は, 1 戸当 たり1.2 ヵ所 ，広さは1.5 ～4 畳 まで平均2.2 畳 ，

大半が２階の居室に接続している。内部には棚，ハンガーパイプ，戸棚などが設けられているケースが多い。

ウォークィン・クローゼットの使用実態については　①衣類では，ウォークィン・クローゼットと接続している

部屋の使用者自身の洋服や衣料雑貨が中心にしまわれているが，和服や履物類はほとんど収納されていない。

衣類以外のものでは他の家族の持ち物（ スーツケース，寝具，本等 ）も多く収納されている。②比較的広い

スペ ―スでは着替えも行われ，化粧室的な使われ方がみられる。③ハンガーパイプや棚を利用した「 露出型

収納 」も多 く，また使用季節の衣類が中心に収納されている。④少数ではあるが，季節icよ る衣類の入れ替

えを行わず，季節外の洋服の場合も「 露出型 」あるいは「 一部露出型 」で収納しているケースがみられた。


